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１ 調査の概要 

 

(１) 調査の目的 

  ① 国が、義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や

学習状況を把握・分析することにより、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図る。 

 ② 各教育委員会や学校等が、全国的な状況との関係において、教育及び教育施策の成果と課

題を把握・分析し、その改善を図るとともに、そのような取組を通じて、教育に関する継続

的な検証改善サイクルを確立する。 

③ 各学校が、児童生徒の学力や学習状況を把握・分析し、児童生徒への教育指導の充実や学

習状況の改善等に役立てる。 

 

(２) 調査の対象とする児童生徒 

  稚内市立学校の以下の学年を、原則として全児童生徒を対象に実施した。 

  【小学校調査】 小学校第６学年 

  【中学校調査】 中学校第３学年 

 

(３) 調査事項及び手法 

 ① 教科に関する調査（国語、算数・数学、理科） 

  〔主として「知識」に関する問題（Ａ）〕 

身につけておかなければ後の学年等の学習内容に影響を及ぼす内容や、実生活におい

て不可欠であり、常に活用できるようになっていることが望ましい知識・技能 など 

〔主として「活用」に関する問題（Ｂ）〕 

知識・技能等を実生活の様々な場面に活用する力や、様々な課題解決のための構想を立

て実践し評価・改善する力 など 

 

・国語 A、算数・数学 A：主として「知識」に関する問題を中心とした出題 

・国語 B、算数・数学 B：主として「活用」に関する問題を中心とした出題 

   ・理科：主として「知識」に関する問題と主として「活用」に関する問題を一体的に出題 

 

 ② 質問紙調査 

    〔児童生徒に対する調査〕 

     学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面等に関する調査 

〔学校に対する調査〕 

      指導方法等に関する取組や人的・物的な教育条件の整備の状況等に関する調査 

 

(４) 調査日時・回答児童生徒数 

平成３０年４月１７日（火） 
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【小学校調査】 

 1 時限目 2 時限目 3 時限目   

 266名 266名 266名 266名  

 国語Ａ（20分） 

算数Ａ（20分） 
国語Ｂ（40分） 算数Ｂ（40分） 

児童質問紙 

（20分） 

 

 

【中学校調査】 

 1 時限目 2 時限目 3 時限目 4 時限目   

 247名 247名 247名 247名 247名  

 国語Ａ 

（45分） 

国語Ｂ 

（45分） 

数学Ａ 

（45分） 

数学Ｂ 

（45分） 

生徒質問紙 

（20分） 

 

 

(５) 留意事項 

 本調査は、幅広く児童生徒の学力や学習状況を把握することを目的として実施しておりま

すが、実施教科が国語、算数・数学の２教科のみであることや、必ずしも学習指導要領全体

を網羅するものでないことから、本調査の結果については、児童生徒が身につけるべき学力

の特定の一部分であることに留意することが必要です。 

 本調査の結果については、個々の設問や領域等に着目して学習指導上の課題を把握・分析

し、児童生徒一人ひとりの学習改善や学習意欲の向上につなげることが重要です。 

 

   調査結果の分析については、本市の正答率によって、次のとおり整理しています。 

   正答率 ８０％以上        ★★★★   (達 成) 

       ６０％以上 ８０％未満   ★★★    

        ５０％以上 ６０％未満   ★★         

       ５０％未満        ★      (課題を有する) 

 

      また、全国の正答率に加え、さらに本市との比較を次のとおり表記しています。 

   全国の正当率に対し、 

５ポイントを超えて低い     ▼▼  (下回っている) 

              ５ポイント以内のマイナス   ▼   (ほぼ同程度-やや下回っている) 

       ５ポイント以内のプラス    △   (ほぼ同程度-やや上回っている) 

       ５ポイントを超えて高い    △△  (上回っている) 

 

   質問紙調査では、「している」「どちらかといえばしている」と回答した児童生徒の割合が

80%を超えたものを「高い傾向」、60%未満のものを「低い傾向」と分類しています。 

 

 

 

平成 30 年度全国学力・学習状況調査の調査問題と質問調査の内容は、国立教育政策

研究所のホームページに掲載されています。 

http://www.nier.go.jp/kaihatsu/zenkokugakuryoku.html 

 



 - 3 - 

２ 調査結果 

(１) 学力調査（調査問題) 

① 小学校国語 A(主として知識)                             

 

【学習指導要領の領域別集計結果】 

区 分 
正答率（％） 

稚内市 全国 全国との比較 

話すこと・聞くこと ★★★★ 90.8 ▼ 

書くこと ★★★ 73.8 ▼ 

読むこと ★★★ 74.0 ▼ 

言語事項 ★★★ 67.0 ▼▼ 

 

【設問別集計結果】 

設問 

番号 
設問の概要 出題の趣旨 

正答率（％） 

稚内市 全国 全国との比較 

１ 
図書館への行き方の説明として適

切なものを選択する 

相手や目的に応じ，自分が伝え

たいことについて，事例などを

挙げながら筋道を立てて話す 

★★★★ 90.8  ▼ 

２ 
物語を書くときの構成の工夫の説

明として適切なものを選択する 

自分の想像したことを物語に表

現するために，文章全体の構成

の効果を考える 

★★★ 73.8  ▼ 

３ 

【オムレツを作ったあとの感想】

を踏まえ，【オムレツのページ】を

どのように読めばよいか，適切な

ものを選択する 

目的に応じて必要な情報を捉え

る 
★★★ 73.9  ▼ 

４ 

『くらやみの物語』を読んで心に

残ったことを一文を取り上げて説

明する際に，その一文が心に残っ

た理由として適切なものを選択す

る 

登場人物の心情について，情景

描写を基に捉える 
★★★ 74.0  ▼▼ 

５ 

【春休みの出来事の一部】の中で， 

つながりが合っていない文を選択

し，正しく書き直す 

文の中における主語と述語との

関係などに注意して，文を正し

く書く 

★ 35.5  ▼▼ 

６ 
慣用句の意味と使い方として適切

なものを選択する（心を打たれる） 

日常生活で使われている慣用句

の意味を理解し，使う 
★★★★ 90.4  ▼ 

７ 

【話を聞いている様子の一部】の

ア 、 イに入る内容の組み合わ

せとして適切なものを選択する 

相手や場面に応じて適切に敬語

を使う 
★ 56.0  ▼▼ 

８ア 文の中で漢字を使う（せい造） 
学年別漢字配当表に示されてい

る漢字を文の中で正しく使う 
★★★ 73.4  △ 

８イ 文の中で漢字を使う（せつ備） 
学年別漢字配当表に示されてい

る漢字を文の中で正しく使う 
★★★★ 82.2  △ 
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設問 

番号 
設問の概要 出題の趣旨 

正答率（％） 

稚内市 全国 全国との比較 

８ウ 文の中で漢字を使う（しょう毒） 
学年別漢字配当表に示されてい

る漢字を文の中で正しく使う 
★★★ 82.2  ▼▼ 

８エ 文の中で漢字を使う（かん理） 
学年別漢字配当表に示されてい

る漢字を文の中で正しく使う 
★★★ 65.0  ▼ 

８オ 文の中で漢字を使う（せっ極的） 
学年別漢字配当表に示されてい

る漢字を文の中で正しく使う 
★ 51.4  ▼▼ 

 

【下位層の割合】 

区 分 正答数 
全国の下位約 25％と同じ正答数の範囲に含まれる児童の割合（％） 

稚内市 全国 全国との比較 

平成 28年度 15問中８問以下 26.0 21.3 4.7 
平成 29年度 15問中９問以下 22.5 22.3 0.2 
平成 30年度 12問中６問以下 27.9 22.0 5.9 

 

【全国平均を超えた設問】 

 学年別漢字配当表に示されている漢字を文の中で正しく使う 

  せい造、せつ備 

 

【課題と改善点】 

  相手や場面に応じて適切に敬語を使う 

  ●相手や場面に応じて適切に敬語を使うことに課題がある。 

 ≪学習指導にあたって≫ 

  敬語を適切に使うようにするためには、相手と自分との関係を意識しながら、様々な場の状

況で敬語を使うことに慣れることが重要である。また、自分や身内に関わる行動などについ

ては、尊敬語を用いることが適切ではないというような、公の場における言葉の使い方に対

する感覚を養うことも大切である。 

 

  文の中における主語と述語との関係などに注意して、文を正しく書く 

  ●主語と述語の関係を踏まえて適切に書き直すことができなかった。 

 ≪学習指導にあたって≫ 

  主語と述語が適切な係り受けの関係となっていることが、伝えたいことを相手に正確に伝え 

る上で重要であることに気づくようにすることが大切である。 

  主語と述語との関係については、表現する時だけではなく、文章を読む時にも強く意識でき 

るように指導することが大切である。 

 

 学年別漢字配当表に示されている漢字を文の中で正しく使う 

  ●同じ音と同じ部分を持っている漢字について、適切な選択ができなかった。 

 ≪学習指導にあたって≫ 

  日常生活の中で適切に漢字を使うことができるようにすることが重要である。そのためには、

読み方や字形に注意してくり返し練習することに留まらず、同じ音や同じ部分を持つ漢字と

の違いや、文脈の中での使い方に着目できるように指導することも大切である。 
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② 小学校国語 B(主として活用)                             

 

【学習指導要領の領域別集計結果】 

区 分 
正答率（％） 

稚内市 全国 全国との比較 

話すこと・聞くこと ★★ 64.6 ▼▼ 

書くこと ★ 45.6 ▼▼ 

読むこと ★ 50.8 ▼▼ 

言語事項 ― ― ― 

 

【設問別集計結果】 

設問 

番号 
設問の概要 出題の趣旨 

正答率（％） 

稚内市 全国 全国との比較 

１一 

【話し合いの様子の一部】におけ

る木村さんの発言の意図として，

適切なものを選択する 

話合いの参加者として，質問の

意図を捉える 
★★★ 82.5  ▼ 

１二 

【話し合いの様子の一部】におけ

る司会の発言の役割として，適切

なものを選択する 

計画的に話し合うために，司会

の役割について捉える 
★★★ 77.5  ▼▼ 

１三 

これから言葉をどのように使って

いきたいかについて，北川さん，

小池さんのいずれかの意見を取り

上げて書く 

話し手の意図を捉えながら聞

き，自分の意見と比べるなどし

て考えをまとめる 

★ 33.8  ▼▼ 

２一 

「かみかみあえ」についての【お

すすめする文章】の最初の部分に     

書いた理由として適切なものを選

択する 

目的や意図に応じて，文章全体

の構成の効果を考える 
★★ 57.6  ▼ 

２二 

【 お す す め す る 文 章 】 の     

に，むし歯を防ぐ効果について，

【保健室の先生の話から分かった

こと】を取り入れて詳しく書く 

目的や意図に応じ，内容の中心

を明確にして，詳しく書く 
★ 13.5  ▼ 

２三 

【紹介する文章】を基にして【お

すすめする文章】を書くときの工

夫として適切なものを選択する 

推薦するためには，他のものと

比較して書くことで，よさが伝

わることを捉える 

★★★ 70.8  ▼ 

３一 

山下さんは，どのようなことが知

りたくて【自伝「旅人」の一部】

を読んだのか，その説明として適

切なものを選択する 

目的に応じて，複数の本や文章

などを選んで読む 
★ 49.4  ▼▼ 

３二 

【伝記「湯川秀樹」の一部】を読

んで，【ノートの一部】Ｃ 最も心

がひかれた一文とその理由の文章

に入る内容を書く 

目的に応じて，文章の内容を的

確に押さえ，自分の考えを明確

にしながら読む 

★ 52.3 ▼▼ 
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【下位層の割合】 

区 分 正答数 
全国の下位約 25％と同じ正答数の範囲に含まれる児童の割合（％） 

稚内市 全国 全国との比較 

平成 28年度 10問中４問以下 41.7 29.8 11.9 
平成 29年度 ９問中３問以下 27.2 23.2 4.0 
平成 30年度 ８問中２問以下 24.8 18.6 6.2 

 

【全国平均とほぼ同じ設問】 

  目的や意図に応じて、文章全体の構成の効果を考える 

 

【課題と改善点】 

  話し相手の意図を捉えながら聞き、自分の意見と比べるなどして考えをまとめる 

 ●相手の意見を踏まえて自分の考えをまとめることに課題がある。 

 ≪学習指導にあたって≫ 

  学級において自分たちの言葉の使い方を見直すためには、立場を決めて話し合う場面を多く

経験することに加えて、話し合い活動をふり返る学習も重要である。 

  討論を円滑に進めるためには、司会はその果たす役割を理解し、違う立場から出されたそれ

ぞれの意見を整理することが重要である。 

 

 目的に応じて文章の内容を的確に押さえ、自分の考えを明確にしながら読む 

  ●目的に応じて文章の内容を的確に押さえ、自分の考えを明確にすることに課題がある。 

 ≪学習指導にあたって≫ 

  目的に応じて文章の内容を的確に押さえるためには、何を知りたいのか、どのような情報が 

必要なのか、ということを明確にした上で、全体の構成を把握しながら読むことが大切であ 

る。 

また、自分の考えを明確にするためには、必要な叙述を選び、他の部分の考えをまとめてい 

くことが大切である。 

  なぜその一文に最も心が惹かれたのか、人物の具体的な行動や言葉など、根拠になる叙述を

取り上げて、その理由を説明できるようにすることが大切である。また、気になるところを

読み返し、他の部分に書かれている叙述とも関係づけ、取り上げた人物の生き方についての

理解を探ると共に、自分の考えも深めながらまとめることができるようにする。  
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③ 小学校算数 A(主として知識)                             

 

【学習指導要領の領域別集計結果】 

区 分 
正答率（％） 

稚内市 全国 全国との比較 

数と計算 ★★ 62.3 ▼▼ 

量と測定 ★★★ 72.7 ▼ 

図形 ★ 56.9 ▼▼ 

数量関係 ★★ 60.1 ▼▼ 

 

【設問別集計結果】 

設問 

番号 
設問の概要 出題の趣旨 

正答率（％） 

稚内市 全国 全国との比較 

１（１） 
針金０．２ｍの重さと針金０．１

ｍの重さを書く 

除法で表すことができる二つの

数量の関係を理解している 
★★ 62.9  ▼▼ 

１（２） 

針金０．４ｍと，０．４ｍの重さ

の６０ｇと，１ｍの重さが，それ

ぞれ数直線上のどこに当てはま

るかを選ぶ 

１に当たる大きさを求める問題

場面における数量の関係を理解

し，数直線上に表すことができ

る 

★★★ 66.7  ▼ 

１（３） 
針金１ｍの重さを求める式を選

ぶ 

１に当たる大きさを求める問題

では，除数が小数である場合で

も除法を用いることを理解して

いる 

★★ 65.3  ▼▼ 

２ 
答えが１２÷０．８の式で求めら

れる問題を選ぶ 

小数の除法の意味について理解

している 
★ 39.9  ▼▼ 

３ 

３桁の整数どうしの大きさを比

べ，十の位に入る適切な数字を書

く 

十進位取り記数法で表された数

の大小について理解している 
★★★ 76.4  ▼▼ 

４（１） 

面積がそろっている㋐と㋑の二

つのシートの混み具合について，

正しいものを選ぶ 

異種の二つの量のうち，一方の

量がそろっているときの混み具

合の比べ方を理解している 

★★★★ 87.8  △ 

４（２） 

㋒と㋓の二つのシートの混み具

合を比べる式の意味について，正

しいものを選ぶ 

単位量当たりの大きさを求める

除法の式と商の意味を理解して

いる 

★★ 50.1  △ 

５（１） 
角 い の角の大きさが，何度であ

るかを選ぶ 

１８０°の角の大きさを理解し

ている 
★★★★ 94.4  ▼ 

５（２） 

分度器の目盛りを読み，１８０°

よりも大きい角の大きさを求め

る 

１８０°や３６０°を基に分度

器を用いて，１８０°よりも大

きい角の大きさを求めることが

できる 

★ 58.5  ▼▼ 

６ 
空間の中にあるものの位置を正

しく書く 

示された表現方法を基に，空間

の中にあるものの位置を表現す

ることができる 

★★★ 73.5  ▼▼ 
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設問 

番号 
設問の概要 出題の趣旨 

正答率（％） 

稚内市 全国 全国との比較 

７（１） 
円周率を求める式として正しい

ものを選ぶ 

円周率の意味について理解して

いる 
★ 41.6  ▼▼ 

７（２） 

円の直径の長さが２倍になった

とき，円周の長さが何倍になるか

を選ぶ 

直径の長さと円周の長さの関係

について理解している 
★ 55.6  ▼▼ 

８ 

２００人のうち８０人が小学生

のとき，小学生の人数は全体の人

数の何％かを選ぶ 

百分率を求めることができる ★ 52.9  ▼ 

９ 
示された事柄が両方当てはまる

グラフを選ぶ 

折れ線グラフから変化の特徴を

読み取ることができる 
★★ 63.6  ▼ 

 

【下位層の割合】 

区 分 正答数 
全国の下位約 25％と同じ正答数の範囲に含まれる児童の割合（％） 

稚内市 全国 全国との比較 

平成 28年度 16問中 10問以下 35.6 24.2 11.4 
平成 29年度 15問中 10問以下 32.7 27.3 5.4 
平成 30年度 14問中６問以下 32.2 24.3 7.9 

 

【全国平均を超えた設問】 

 異種の二つの量のうち、一方の量がそろっているときの混み具合の比べ方を理解している 

 単位量当たりの大きさを求める除法の式と商の意味を理解している 

 

【課題と改善点】 

  小数の除法の意味について理解している   

  ●小数の情報の意味について理解し、問題の場面から式を考えることに課題がある。 

 ≪学習指導にあたって≫ 

  図や直線などを用いて、数量の関係を的確に捉え、立式することができるようにすることが 

大切である。 

 

  180°や 360°を基に分度器を用いて、180°よりも大きい角の大きさを求めることができる 

  ●角の大きさについて単位と測定の意味を理解し、角の大きさを測定することに課題がある。 

 ≪学習指導にあたって≫ 

  180°よりも大きい角の大きさの測定においては、分度器を用いて、180°を超えた部分の角

の大きさや 360°に足りない部分の角の大きさについて測定できるようにすることが大切

である。 
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  1に当たる大きさを求める問題では、除数が小数である場合でも除法を用いることを理解し 

ている 

  ●商が 1より小さくなる等分除（整数）÷（整数）の場面で除法が用いられることの理解に

課題がある。 

 ≪学習指導にあたって≫ 

  図や数直線から数量の関係を的確に捉え、除数が 1より小さい小数である場合でも除法が用 

いられることを理解できるようにすることは、正しく立式する上で大切である。 
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④ 小学校算数 B(主として活用)                             

【学習指導要領の領域別集計結果】 

区 分 
正答率（％） 

稚内市 全国 全国との比較 

数と計算 ★ 58.4 ▼▼ 

量と測定 ★ 52.4 ▼▼ 

図形 ★★ 59.9 ▼▼ 

数量関係 ★ 45.1 ▼▼ 

 

【設問別集計結果】 

設問 

番号 
設問の概要 出題の趣旨 

正答率（％） 

稚内市 全国 全国との比較 

１（１） 

合同な正三角形で敷き詰められた

模様の中から見いだすことができ

る図形として，正しいものを選ぶ 

合同な正三角形で敷き詰められ

た模様の中に，条件に合う図形

を見いだすことができる 

★★★ 71.7  ▼ 

１（２） 

一つの点の周りに集まった角の大

きさの和が３６０°になっている

ことを，着目した図形とその角の

大きさを基に書く 

図形の構成要素や性質を基に，

集まった角の大きさの和が３６

０°になっていることを記述で

きる 

★ 48.2  ▼▼ 

２（１） 

全体で使える時間の中で，「ルール

の説明」に使える時間は何分かを

書く 

示された情報を解釈し，条件に

合う時間を求めることができる 
★★★ 70.5  ▼▼ 

２（２） 

１回の玉入れゲームの時間を３分

に最も近い時間にするための玉を

投げる時間を，表に整理して求め

る 

示された考え方を解釈し，ほか

の数値の場合を表に整理し，条

件に合う時間を判断することが

できる 

★ 47.9  ▼▼ 

３（１） 

メモ１とメモ２は，それぞれ，グ

ラフについてどのようなことに着

目して書かれているのかを書く 

メモの情報とグラフを関連付

け，総数や変化に着目している

ことを解釈し，それを記述でき

る 

★ 20.7  ▼▼ 

３（２） 

一つの事柄について表した棒グラ

フと帯グラフから読み取ることが

できることをまとめた文章に当て

はまるものを選ぶ 

棒グラフと帯グラフから読み取

ることができることを，適切に

判断することができる 

★ 23.9  ▼ 

４（１） 

「３２，４０」の二つの数の和が

９の段の数になるわけを，分配法

則を用いた式に表す 

示された考えを解釈し，条件を

変更して数量の関係を考察し，

分配法則の式に表現することが

できる 

★ 62.7  ▼▼ 

４（２） 

横に並んでいる七つの数につい

て，示された表現方法を適用して

書く 

示された考えを解釈し，条件を

変更して考察した数量の関係

を，表現方法を適用して記述で

きる 

★ 59.5  ▼▼ 
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設問 

番号 
設問の概要 出題の趣旨 

正答率（％） 

稚内市 全国 全国との比較 

５（１） 

横の長さが７ｍの黒板に輪かざり

をつけるために必要な折り紙の枚

数が，１００枚あれば足りるわけ

を書く 

折り紙の枚数が１００枚あれば

足りる理由を，示された数量を

関連付け根拠を明確にして記述

できる 

★ 43.2  ▼▼ 

５（２） 

４色を順に繰り返してつなげ，輪

かざり１本を作ったときの，３０

個目の折り紙の輪の色を選ぶ 

折り紙の輪の色の規則性を解釈

し，それを基に条件に合う色を

判断することができる 

★★ 66.5  ▼▼ 

 

【下位層の割合】 

区 分 正答数 
全国の下位約 25％と同じ正答数の範囲に含まれる児童の割合（％） 

稚内市 全国 全国との比較 

平成 28年度 13問中３問以下 30.8 20.0 10.8 
平成 29年度 11問中３問以下 35.6 30.5 5.1 
平成 30年度 10問中２問以下 32.3 19.6 12.7 

 

【全国平均とほぼ同じ設問】 

  棒グラフと帯グラフから読み取ることができることを適切に判断することができる 

 合同な正三角形で敷き詰められた模様の中に、条件に合う図形を見いだすことができる 

 

【課題と改善点】 

  示された考えを解釈し、条件を変更して数量の関係を考察し、分配法則の式に表現するこ 

とができる 

  ●算数の問題場面から見いだした数量関係を基に、論理的、発展的に考察し、数学的に表現 

することに課題がある。 

 ≪学習指導にあたって≫ 

  算数の問題場面における数量の関係を帰納的に考察し、見いだした数量関係を式を用いて表 

現することができるようにすることが大切である。４×８＋５×８を分配法則を用いて 

（４＋５）×８とし、９×８と表すなど、４の段と５の段の縦に並んでいる２つの数の和が 

９の段の数になることを、式を用いて簡潔に表現することができるようにすることも大切で 

ある。 
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  示された考えを解釈し、条件を変更して考察した数量の関係を、表現方法を適用して記述 

できる 

  ●算数の問題場面から見いだした数量関係を基に、論理的、発展的に考察し、数学的に表現 

することに課題がある。 

≪学習指導にあたって≫ 

  算数の学習では児童自らが数量の関係を見いだして考察し、さらに、その数量の関係が他の 

場合でも成り立つことを確かめて、確かめた数量の関係を的確に表現できるようにすること 

が大切である。また、九九の表に興味を持ち、九九の表の横に並んでいる数から縦に並んで 

いる数や斜めに並んでいる数に条件を変えて着目をしたり、九九の表にある数の総和も、真 

ん中の数の何倍かと表す事ができるかどうかを考察したりすることで、児童自らが発展的に 

考えようとする態度を育てることも大切である。 

 

 折り紙の枚数が 100 枚あれば足りる理由を、示された数量を関連付け根拠を明確にして記

述できる 

●日常生活の問題の解決のために、複数の情報を関連づけて理論的に考察して、判断の理由 

を説明することに課題がある。 

≪学習指導にあたって≫ 

  複数の情報から枚数、本数、個数などの数量を解釈し関連づけて論理的に考察する活動 

が考えられる。その際、数量関係を的確に捉えることができるようにすることが大切である。 

その上で、捉えた数量の関係を基に、児童自ら見いだすことができるようにする。 

 

  図形の構成要素や性質を基に、集まった角の大きさの和が 360°になっていることを記述で 

きる 

  ●図形についての観察や構成などの活動を通して、平面図形についての理解を深めることに 

課題がある。 

 ≪学習指導にあたって≫ 

  図形の構成要素や性質を基に、筋道を立てて考え、事柄が成立することを説明できるように 

することが大切である。 

 

  示された考え方を解釈し、ほかの数値の場合を表に整理し、条件に合う時間を判断するこ 

とができる 

  ●示された情報を基に、条件に合う時間を求めることに課題がある。 

 ≪学習指導にあたって≫ 

日常生活の問題の解決のために、情報を収集し、それを表に整理して、条件に合う事柄につ

いて適切に判断できるようにする。 

  日常生活において、規則正しい生活を過ごしたり、行動の計画を立てたりするためには、時 

刻を読むことや、条件に合わせて時刻や時間を求めることが大切である。 
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⑤ 小学校理科                                     

【学習指導要領の領域別集計結果】 

区 分 
正答率（％） 

稚内市 全国 全国との比較 

物質 ★★ 59.8 ▼▼ 

エネルギー ★ 53.1 ▼▼ 

生命 ★★★ 73.6 ▼ 

地球 ★ 49.5 ▼▼ 

 

【設問別集計結果】 

設問 

番号 
設問の概要 出題の趣旨 

正答率（％） 

稚内市 全国 全国との比較 

１（１） 
野鳥のひなの様子を観察するため

の適切な方法を選ぶ 

安全に留意し，生物を愛護する

態度をもって，野鳥のひなを観

察できる方法を構想できる 

★★★★ 82.1  △ 

１（２） 

鳥の翼と人の腕のつくりについて

のまとめから，どのような視点を

基にまとめた内容なのかを選ぶ 

調べた結果について考察する際

に，問題に対応した視点で分析

できる 

★★★ 76.2  ▼▼ 

１（３） 
腕を曲げることのできる骨と骨の

つなぎ目を表す言葉を書く 

骨と骨のつなぎ目について，科

学的な言葉や概念を理解してい

る 

★★★ 79.4  ▼ 

１（４） 

人の腕が曲がる仕組みについて，

示された模型を使って説明できる

内容を選ぶ 

人の腕が曲がる仕組みを模型に

適用できる 
★ 56.6  ▼▼ 

２（１） 
流されてきた土や石を積もらせる

水の働きを表す言葉を選ぶ 

堆積作用について，科学的な言

葉や概念を理解している 
★★★★ 83.6  ▼ 

２（２） 

流れる水の働きによる土地の侵食

について，自分の考えと異なる他

者の予想を基に，斜面に水を流し

たときの立てた棒の様子を選ぶ 

土地の侵食について，予想が確

かめられた場合に得られる結果

を見通して実験を構想できる 

★ 55.4  ▼▼ 

２（３） 

一度に流す水の量と棒の様子との

関係から，大雨が降って流れる水

の量が増えたときの地面の削られ

方を選び，選んだわけを書く 

より妥当な考えをつくりだすた

めに，実験結果を基に分析して

考察し，その内容を記述できる 

★ 20.1  ▼▼ 

２（４） 

上流側の雲の様子や雨の降ってい

る所と下流側の川の水位の変化か

ら，上流側の天気と下流側の水位

の関係について言えることを選ぶ 

より妥当な考えをつくりだすた

めに，複数の情報を関係付けな

がら，分析して考察できる 

★ 59.8  ▼▼ 

３（１） 
風が吹く方向を変えるためにモー

ターの回転が逆になる回路を選ぶ 

乾電池のつなぎ方を変えると電

流の向きが変わることを実際の

回路に適用できる 

★★ 63.5  ▼▼ 
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設問 

番号 
設問の概要 出題の趣旨 

正答率（％） 

稚内市 全国 全国との比較 

３（２） 

回路を流れる電流の流れ方につい

て，自分の考えと異なる他者の予

想を基に，検流計の針の向きと目

盛りを選ぶ 

電流の流れ方について，予想が

確かめられた場合に得られる結

果を見通して実験を構想できる 

★ 47.7  ▼▼ 

３（３） 

回路を流れる電流の向きと大きさ

について，実験結果から考え直し

た内容を選ぶ 

実験結果から電流の流れ方につ

いて，より妥当な考えに改善で

きる 

★ 59.4  ▼▼ 

３（４） 

目的の時間帯だけモーターを回す

ため，太陽の１日の位置の変化に

合わせた箱の中での光電池の適切

な位置や向きを選ぶ 

太陽の１日の位置の変化と光電

池に生じる電流の変化の関係を

目的に合ったものづくりに適用

できる 

★ 41.9  ▼▼ 

４（１） 

ろ過後の溶液に砂が混じっている

状況に着目しながら，誤った操作

に気付き，適切に操作する方法を

選ぶ 

ろ過の適切な操作方法を身に付

けている 
★★★ 71.1  ▼ 

４（２） 

海水と水道水を区別するために，

２つの異なる実験方法から得られ

た結果を基に判断した内容を選ぶ 

より妥当な考えをつくりだすた

めに，２つの異なる方法の実験

結果を分析して考察できる 

★★★★ 89.4  ▼ 

４（３） 
食塩を水に溶かしたときの全体の

重さを選ぶ 

物を水に溶かしても全体の重さ

は変わらないことを食塩を溶か

して体積が増えた食塩水に適用

できる 

★ 42.7  ▼▼ 

４（４） 

食塩水を熱したときの食塩の蒸発

について，実験を通して導きだす

結論を書く 

実験結果から言えることだけに

言及した内容に改善し，その内

容を記述できる 

★ 35.9  ▼▼ 

 

【下位層の割合】 

区 分 正答数 
全国の下位約 25％と同じ正答数の範囲に含まれる児童の割合（％） 

稚内市 全国 全国との比較 

平成 24年度 24問中 11問以下 38.5 25.5 13.0 
平成 27年度 24問中 11問以下 34.0 27.4 6.6 
平成 30年度 16問中６問以下 30.2 18.0 12.2 

 

【全国平均を超えた設問】 

 安全に留意し、生物を愛護する態度をもって、野鳥のひなを観察できる方法を構想できる 
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【課題と改善点】 

 より妥当な考え方を作り出すために、複数の情報を関係付けながら分析して考察できる 

●より妥当な考えを作り出すために、実際に観察した内容や調べた結果など複数の情報を関

連付けながら、多面的に分析して考察することに課題がある。 

 ≪学習指導にあたって≫ 

身近に起こりうる自然災害への適切な対応につながる指導が重要である。 

  上流側での降雨と下流側の水位の変化に時間的差が生じる原因として、上流と下流に距離が 

あるといった空間的な見方を働かせることを意識して、授業改善をすることが大切である。 

 

 乾電池のつなぎ方を変えると電流の向きが変わることを実際の回路に適用できる 

  ●提示された自然の事物・現象と理科で学んだ電流の働きに関する知識・技能を結びつけて 

解釈し、実際の回路に当てはめて適用することに課題がある。 

 ≪学習指導にあたって≫ 

  物作りの活動においては、目的を設定し、計測して制御するといった考え方に基づいた学習 

活動となるよう充実を図る。 

  乾電池のつなぎ方を変えたときのモーターの動作の様子の変化を捉える関係的な見方や、乾 

電池の数を１個から２個に増やしたときの電流の大きさとモーターの動作の様子の変化を 

捉える量的・関係的な見方を働かせることの重要性について、意識して授業改善をする。 

 

  実験結果から電流の流れ方について、より妥当な考えに改善できる 

  ●実験結果から自らの予想が確かめられたかどうかを判断し、確かめられなかった場合には、 

自らの予想としていた考えより妥当な考えに改善することに課題がある。 

≪学習指導にあたって≫ 

  観察実験後に児童が既に持っている自らの予想や仮説を検討し、見直したりふり返ったりす 

ることにより、多面的に考察し、より妥当な考えを作り出すことの重要性について意識して 

授業を改善する。 

 

  物を水に溶かしても全体の重さは変わらないことを食塩を溶かして体積が増えた食塩水 

に適用できる 

  ●ものを水に溶かしても全体の重さは変わらないことを、食塩を溶かして体積が増えた食塩 

水に適応することの理解が不足している。 

 ≪学習指導にあたって≫ 

  学んだことを自然の事物・現象に適用できるようにするためには、既習の内容や生活経験と 

関連づけて話し合う場を設定し、提示された自然の事物・現象を捉えることが大切である。 
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⑥ 中学校国語 A(主として知識)                             

 

【学習指導要領の領域別集計結果】 

区 分 
正答率（％） 

稚内市 全国 全国との比較 

話すこと・聞くこと ★★★ 75.2 ▼ 

書くこと ★★★ 73.9 ▼ 

読むこと ★★★ 76.7 ▼▼ 

伝統的な言語文化と国語の特質 ★★★ 76.5 ▼ 

 

【設問別集計結果】 

設問 

番号 
設問の概要 出題の趣旨 

正答率（％） 

稚内市 全国 全国との比較 

１一 

スピーチの感想に対して先生が述

べた言葉として適切なものを選択

する 

話の論理的な構成や展開などに

注意して聞く 
★★★★ 87.4  ▼▼ 

２一 

図書だよりの下書きの構成を説明

したものとして適切なものを選択

する 

書こうとする事柄のまとまりや

順序を考えて文章を構成する 
★★★★ 89.5  ▼ 

２二 
二つの意見の内容を一文で書き加

える 

伝えたい事実や事柄が相手に分

かりやすく伝わるように書く 
★★★ 64.0  ▼ 

３一 

「それは掛け価のない一，二秒の

間のできごとである」を説明した

ものとして適切なものを選択する 

文脈の中における語句の意味を

理解する 
★★★★ 88.2  ▼ 

３二 
父と保吉の言動についての説明と

して適切なものを選択する 

場面の展開や登場人物の描写に

注意して読み，内容を理解する 
★★★ 82.8  ▼▼ 

４一 

意見文の下書きに一文を書き加え

る意図として適切なものを選択す

る 

書いた文章を読み返し，伝えた

い内容が十分に表されているか

を検討する 

★★★ 62.8  ▼ 

４二 
段落の内容を入れ替えて書き直す

理由として適切なものを選択する 

段落相互の関係に注意し，読み

やすく分かりやすい文章にする 
★★★ 79.4  ▼▼ 

５一 
本文の第六段落の説明として適切

なものを選択する 

段落が文章全体の中で果たす役

割を捉え，内容の理解に役立て

る 

★★★ 76.3  ▼▼ 

５二 

新聞紙の製造工程の一部を言い表

したものとして適切なものを選択

する 

文章の展開に即して情報を整理

し，内容を捉える 
★★ 59.5  ▼▼ 

６一 
話合いの際のメモのとり方の説明

として適切なものを選択する 
話合いの話題や方向を捉える ★★★ 72.4  ▼ 

６二 

話合いの中で確認しなければなら

ないことに 

ついての司会としての発言を書く 

話合いの話題や方向を捉えて的

確に話す 
★★★ 65.8  ▼ 
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設問 

番号 
設問の概要 出題の趣旨 

正答率（％） 

稚内市 全国 全国との比較 

７一 

場面に当てはまる語句の意味とし

て適切なものを選択する（ハナイ

カダ） 

語句の辞書的な意味を踏まえて

文脈上の意味を捉える 
★★★★ 87.3  ▼ 

７二 
「それでは」の働きとして適切な

ものを選択する 
接続詞の働きについて理解する ★★★★ 88.4  ▼ 

８一１ 漢字を書く（紙をひもでタバねる） 

文脈に即して漢字を正しく書く 

★★★★ 79.0  △ 

８一２ 漢字を書く（舞台のマクが上がる） ★★★ 72.9  △ 

８一３ 漢字を書く（先制点をユルす） ★★★ 71.4  △ 

８二１ 漢字を読む（模型を作る） 

文脈に即して漢字を正しく読む 

★★★★ 95.7  △ 

８二２ 漢字を読む（池の水が凍る） ★★★★ 97.8  ▼ 

８二３ 漢字を読む（技を磨く） ★★★★ 98.1  △ 

８三ア 

適切な語句を選択する（立場の異

なる両者の主張は終始一貫して変

わらず，最後まで結論が出なかっ

た） 

語句の意味を理解し，文脈の中

で適切に使う 

★★★ 77.7  ▼▼ 

８三イ 

適切な語句を選択する（魚の中に

は群れを作って泳ぐ習性をもつも

のがいる） 

★★★★ 91.0  △ 

８三ウ 

適切な敬語を選択する（先生が私

たちに大切なことをおっしゃっ

た） 

★★★★ 88.0  ▼ 

８三エ 
適切な語句を選択する（彼はせき

を切ったように話し始めた） 
★ 29.2  ▼ 

８三オ 
適切な語句を選択する（意見の折

り合いをつける） 
★★ 61.8  ▼▼ 

８三カ 

適切な語句を選択する（わたしが

健康になったのは，ひとえに母の

おかげです） 

★★★ 65.4  ▼ 

８三キ 

適切な語句を選択する（姉はみん

なと一緒に運動をすることが好き

だ。一方，妹は一人で本を読むこ

とが好きだ） 

★★★★ 95.2  △ 

８四１ 
「心を打たれる」の意味として適

切なものを選択する 
慣用句の意味を理解する ★★★★ 94.7  ▼ 

８四２ 

「心を打たれた。」を文末に用いた

一文を，主語を明らかにし，「誰

（何）」の「どのようなこと」に「心

を打たれた」のかが分かるように

書く 

目的に応じて文の成分の順序や

照応，構成を考えて適切な文を

書く 

★ 22.3  ▼ 
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設問 

番号 
設問の概要 出題の趣旨 

正答率（％） 

稚内市 全国 全国との比較 

８五 
作品への助言として適切なものを

選択する 

行書の基礎的な書き方を理解し

て書く 
★★ 54.4  ▼ 

８六１ 
『韓非子』の中の語句の訳を抜き

出す（いはく） 

古典の文章と現代語訳とを対応

させて内容を捉える 
★★★★ 91.1  △ 

８六２ 
歴史的仮名遣いを現代仮名遣いに

直す（とほさざるなし） 

歴史的仮名遣いを現代仮名遣い

に直して読む 
★★ 63.0  ▼▼ 

８六３ 

『韓非子』の中で矛盾しているこ

との説明として適切なものを選択

する 

古典に表れたものの見方や考え

方を理解する 
★★★ 81.3  ▼ 

 

【下位層の割合】 

区 分 正答数 
全国の下位約 25％と同じ正答数の範囲に含まれる児童の割合（％） 

稚内市 全国 全国との比較 

平成 28年度 33問中 22問以下 33.7 26.5 7.2 
平成 29年度 32問中 21問以下 41.7 23.2 18.5 
平成 30年度 32問中 21問以下 31.8 23.2 8.6 

 

【全国平均を超えた設問】 

  文脈に即して漢字を正しく書く 

 紙をひもでたばねる、先制点をゆるす 

 文脈に即して漢字を正しく読む 

模型を作る、技を磨く 

  語句の意味を理解し、文脈の中で適切に使う 

「魚の中には群れを作って泳ぐ習性をもつものがいる」 

  「姉はみんなと一緒に運動することが好きだ。一方、妹は一人で本を読むことが好きだ」 

 古典の文章と現代語訳とを対応させて内容を捉える 

 

【課題と改善点】 

 段落が文章全体の中で果たす役割を捉え、内容の理解に役立てる 

●文章の展開に即して情報を整理し、内容を捉えることに課題がある。 

 ≪学習指導にあたって≫ 

  説明的な文章を読む際には、段落ごとの内容を捉えたり、段落相互の関係を正しく押さえた 

りしながら、文章全体におけるそれぞれの段落の役割を捉えるようにする。 

目的に応じて説明的な文章を読み、文章中に示されている具体的な例が、書き手の論の展開

の中で果たしている役割について考えたり、各段落で述べられている事柄の順序が書き手の

考えにどのような説得力をもたらしているか等を考えたりしながら、文章の内容を理解する

などの学習活動が有効である。 
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 段落相互の関係に注意し、読みやすく分かりやすい文章にする 

●書いた文章を読み返し、語句や文の使い方、段落相互の関係などに注意して、読みやすく

わかりやすい文章にすることに課題がある。 

 ≪学習指導にあたって≫ 

  わかりやすい文章を書くために、文章全体における段落の役割を考え、段落相互の関係が 

適切かどうかを吟味して文章を構成するように指導する。 

書いた文章を互いに読み合い、文章の構成について検討したり、必要に応じて文章を再構成

したりするなどの学習活動が考えられる。 

 

 文章の展開に即して情報を整理し、内容を捉える 

●文章の中心的部分と付加的な部分、事実と意見などと読み分け、目的や必要に応じて要約

したり要旨を捉えたりすることに課題がある。 

 ≪学習指導にあたって≫ 

  説明的な文章を読む際には、文章の構成や展開に即して情報を整理し、内容を捉えるように 

指導することが大切である。 
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⑦ 中学校国語 B(主として活用)                             

 

【学習指導要領の領域別集計結果】 

区 分 
正答率（％） 

稚内市 全国 全国との比較 

話すこと・聞くこと ★★★ 76.6 ▼ 

書くこと ★ 31.3 ▼ 

読むこと ★ 53.5 ▼ 

伝統的な言語文化と国語の特質 ★ 49.2 ▼▼ 

 

【設問別集計結果】 

設問 

番号 
設問の概要 出題の趣旨 

正答率（％） 

稚内市 全国 全国との比較 

１一 

グラフから分かることについて文

章中で説明しているものとして適

切なものを選択する 

文章とグラフとの関係を考えな

がら内容を捉える 
★ 45.9  ▼ 

１二 

複数の辞書を引用して「天地無用」

の意味を示す効果として適切なも

のを選択する 

文章の構成や展開について自分

の考えをもつ 
★★ 64.3  ▼▼ 

１三 

「天地無用」という言葉を誤った

意味で解釈してしまう人がいる理

由を書く 

目的に応じて文章を読み，内容

を整理して書く 
★ 13.3  ▼ 

２一 
二人の質問の意図として適切なも

のを選択する 
質問の意図を捉える ★★★ 86.8  ▼▼ 

２二 二人に続いてする質問を書く 
話の展開に注意して聞き，必要

に応じて質問する 
★★★★ 88.3  ▼ 

２三 

ロボットに期待することを述べて

発表をまとめる際の話の進め方と

して適切なものを選択する 

全体と部分との関係に注意して

相手の反応を踏まえながら話す 
★★ 54.6  △ 

３一 
登場人物についての説明として適

切なものを選択する 

場面の展開や登場人物の描写に

注意して読み，内容を理解する 
★★★ 80.2  ▼ 

３二 
文章中の表現について語った人物

として適切なものを選択する 

登場人物の言動の意味などを考

え，内容の理解に役立てる 
★★★ 68.2  △ 

３三 
話のあらすじを学級の友達にどの

ように説明するかを書く 

相手に的確に伝わるように，あ

らすじを捉えて書く 
★ 49.2  ▼▼ 

 

【下位層の割合】 

区 分 
正答数 全国の下位約 25％と同じ正答数の範囲に含まれる児童の割合（％） 

稚内市 全国 全国との比較 

平成 28年度 ９問中４問以下 32.1 25.4 6.7 
平成 29年度 ９問中５問以下 31.0 27.8 3.2 
平成 30年度 ９問中３問以下 27.2 17.5 9.7 
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【全国平均を超えた設問】 

  全体と部分との関係に注意して相手の反応を踏まえながら話す 

  登場人物の言動の意味などを考え、内容の理解に役立てる 

 

【課題と改善点】 

 文章の構成や展開について自分の考えを持つ 

●文章の構成や展開について自分の考えを持つことに課題がある。 

 ≪学習指導にあたって≫ 

文章の構成や展開、表現の効果について考える 

説明的な文章において、書き手は読み手の理解を促すために、文章の構成や展開を工夫した

り、一つ一つの表現を工夫したりして書いている。自分の考えを支える根拠となる段落や部

分などをあげるように指導することが重要である。 

 

 質問の意図を捉える 

●必要に応じて質問しながら聞き取り、自分の考えとの共通点や相違点を整理することに課

題がある。 

 ≪学習指導にあたって≫ 

 説明や発表などを聞く際には、話の内容と自分の考えとを比較し、必要に応じて不明な部分

や、さらに聞きたい事項について質問するように指導する。話し手に対して、話の途中で聞

き手に問いかけたり質問を促したりするなど、聞き手の反応やその場の状況に応じて適切な

働きかけをするように指導をすることが大切である。 

 

 相手に的確に伝わるように、あらすじを捉えて書く 

●伝えたい事実や事柄について、自分の考えや気持ちを根拠を明確にして書くことに課題が

ある。 

 ≪学習指導にあたって≫ 

  作品のあらすじをまとめる際には、それぞれの場面の内容や場面相互の関係を捉え、話の展

開を踏まえるように指導することが大切である。その際、時間や場所、問題状況などの設定、

状景や場面の様子の変化、主人公などの登場人物、登場人物の性格や行動、会話及び心情の

変化、事件の展開と解決などの基本的な構成要素を捉えて整理するように指導することが重

要である。 
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⑧ 中学校数学 A(主として知識)                             

 

【学習指導要領の領域別集計結果】 

区 分 
正答率（％） 

稚内市 全国 全国との比較 

数と式 ★★★ 71.1 ▼▼ 

図形 ★★★ 69.1 ▼▼ 

関数 ★ 55.5 ▼▼ 

資料の活用 ★★ 63.5 ▼▼ 

 

【設問別集計結果】 

設問 

番号 
設問の概要 出題の趣旨 

正答率（％） 

稚内市 全国 全国との比較 

１（１） 
数直線上の点が表す負の整数の値

を読み取る 

数直線上に示された負の整数を

読み取ることができる 
★★★★ 94.6  ▼ 

１（２） 絶対値が６である数を書く 絶対値の意味を理解している ★★ 69.0  ▼▼ 

１（３） ２×(－５２) を計算する 
指数を含む正の数と負の数の計

算ができる 
★★ 68.9  ▼▼ 

１（４） 

ある日の最低気温がその前日の最

低気温からどれだけ高くなったか

を求める式を選ぶ 

ある基準に対して反対の方向や

性質をもつ数量が正の数と負の

数で表されることを理解してい

る 

★ 54.2  ▼▼ 

２（１） 

「１個 a ｋｇの荷物３個と１個 

b ｋｇの荷物４個の全体の重さは

１５ｋｇ以上である」という数量

の関係を表した不等式を書く 

数量の大小関係を不等式に表す

ことができる 
★ 41.5  ▼▼ 

２（２） ６a２b÷３a を計算する 
単項式どうしの除法の計算がで

きる 
★★★★ 91.0  △ 

２（３） 
a＝３，b＝－４のときの式 a－２b 

の値を求める 

文字式に数を代入して式の値を

求めることができる 
★★★ 78.5  ▼▼ 

２（４） 
等式 S＝（1/2）ah を，a につい

て解く 

具体的な場面で関係を表す式

を，等式の性質を用いて，目的

に応じて変形することができる 

★ 48.2  ▼▼ 

３（１） 

一元一次方程式 ６x－３＝９ を

解く際に用いられている等式の性

質を選ぶ 

方程式を解く場面における等式

の性質の用い方について理解し

ている 

★ 64.0  ▼▼ 

３（２） 比例式 x：２０＝３：４ を解く 
簡単な比例式を解くことができ

る 
★★★★ 87.8  ▼ 

３（３） 

連 立 二 元 一 次 方 程 式         

を解く 

５x－２y＝10 

３x－２y＝２ 

簡単な連立二元一次方程式を解

くことができる 
★★★ 80.0  ▼▼ 

 



 - 23 - 

設問 

番号 
設問の概要 出題の趣旨 

正答率（％） 

稚内市 全国 全国との比較 

３（４） 
連立二元一次方程式をつくるため

に着目する数量を選び，式で表す 

着目する必要がある数量を見い

だし，その数量に着目し，連立

二元一次方程式をつくることが

できる 

★★★ 75.2  ▼▼ 

４（１） 
ひし形が線対称な図形か点対称な

図形か選ぶ 

ひし形は，線対称な図形であり，

点対称な図形でもあることを理

解している 

★★★ 67.1  ▼ 

４（２） 

△ＡＢＣを辺ＡＢが辺ＡＣに重な

るように折った線を作図するため

の線を選ぶ 

折り目の線の作図と角の二等分

線の関係を理解している 
★ 54.9  ▼▼ 

４（３） 

長方形ＡＢＣＤを，点Ａを中心と

して時計回りに 

９０°だけ回転移動した図形をか

く 

回転移動した図形をかくことが

できる 
★★★ 66.1  △ 

５（１） 
直方体において，与えられた面に

平行な辺を書く 

空間における平面と直線との位

置関係（面と辺が平行であるこ

と）を理解している 

★★★ 74.3  ▼▼ 

５（２） 
半円の直径を軸として回転させて

できる立体の名称を書く 

半円を，その直径を軸として回

転させると，球が構成されるこ

とを理解している 

★★★ 82.4  ▼▼ 

５（３） 
与えられた円柱の見取図から，そ

の円柱の投影図を選ぶ 

見取図，投影図から空間図形を

読み取ることができる 
★★★ 83.7  ▼▼ 

５（４） 

底面の四角形が合同で高さが等し

い四角柱と四角錐の体積の関係に

ついて，正しいものを選ぶ 

四角錐の体積は，それと底面が

合同で高さが等しい四角柱の体

積の１／３であることを理解し

ている 

★ 57.6  ▼▼ 

６（１） 三角形の外角を表す式を選ぶ 

三角形の外角とそれと隣り合わ

ない２つの内角の和の関係を理

解している 

★★★ 71.4  ▼▼ 

６（２） 

五角形の１つの頂点を動かし，角

の大きさを９０°に変えたときの

内角の和の変化として正しいもの

を選ぶ 

多角形の内角の和の性質を理解

している 
★★★ 75.7  ▼▼ 

７（１） 

△ＡＢＣと△ＤＥＦが合同である

ための条件として，正しいものを

選ぶ 

２つの三角形が合同であるため

に必要な辺や角の相等関係につ

いて理解している 

★★★ 72.0  ▼▼ 

７（２） 
長方形で成り立ち，ひし形でも成

り立つことを選ぶ 

長方形やひし形が平行四辺形の

特別な形であることを理解して

いる 

★★★ 78.2  ▼▼ 
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設問 

番号 
設問の概要 出題の趣旨 

正答率（％） 

稚内市 全国 全国との比較 

８ 
対頂角は等しいことの証明につい

て正しい記述を選ぶ 

証明の必要性と意味を理解して

いる 
★ 45.5  ▼ 

９（１） 
比例 y＝５x について，正しい記

述を選ぶ 

比例 y＝ax における比例定数 

a の意味を理解している 
★★ 65.5  ▼▼ 

９（２） 
比例のグラフから，x の変域に対

応する yの変域を求める 

与えられた比例のグラフから，x 

の変域に対応する y の変域を求

めることができる 

★ 55.0  ▼▼ 

９（３） 反比例のグラフから表を選ぶ 
反比例について，グラフと表を

関連付けて理解している 
★ 52.8  ▼ 

１０ 
点（－２，３）の位置を座標平面

上に示す 

座標平面上に点の位置を示すこ

とができる 
★★★ 69.9  ▼▼ 

１１

（１） 

一次関数 y＝２x＋７ について，x

の値が１から４まで増加したとき

の yの増加量を求める 

一次関数 y＝ax＋b について，x

の値の増加に伴う y の増加量を

求めることができる 

★ 45.3  ▼▼ 

１１

（２） 

一次関数 y＝－２x＋６ が表すグ

ラフを選ぶ 

一次関数 y＝ax＋b について，a 

と b の値とグラフの特徴を関連

付けて理解している 

★ 56.3  ▼▼ 

１２ 
歩いた道のりと，残りの道のりの

関係について，正しい記述を選ぶ 
一次関数の意味を理解している ★ 36.4  △ 

１３ 

グラフから，連立二元一次方程式

の解を座標とする点について，正

しい記述を選ぶ 

連立二元一次方程式の解を座標

とする点は，座標平面上の２直

線の交点であることを理解して

いる 

★★ 62.7  ▼▼ 

１４

（１） 

生徒３５人の靴をサイズごとに調

べ，最頻値が２５．５ｃｍだった

ことについて，必ずいえる記述を

選ぶ 

最頻値は，資料の中で最も多く

出てくる値であることを理解し

ている 

★★★ 68.4  ▼▼ 

１４

（２） 

反復横とびの記録の中央値を求め

る 

与えられた資料から中央値を求

めることができる 
★★★ 74.0  ▼ 

１５

（１） 

１枚の硬貨を多数回投げたときの

表が出る相対度数の変化の様子に

ついて，正しい記述を選ぶ 

多数回の試行の結果から得られ

る確率の意味を理解している 
★ 40.2  ▼▼ 

１５

（２） 

大小２つのさいころを同時に投げ

るとき，和が８になる確率を求め

る 

表などを利用して，確率を求め

ることができる 
★★★ 71.3  ▼ 
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【下位層の割合】 

区 分 
正答数 全国の下位約 25％と同じ正答数の範囲に含まれる児童の割合（％） 

稚内市 全国 全国との比較 

平成 28年度 36問中 16問以下 33.1 25.1 8.0 
平成 29年度 36問中 17問以下 33.9 25.2 8.7 
平成 30年度 36問中 17問以下 34.6 23.3 11.3 

 

【全国平均を超えた設問】 

   回転移動した図形を書くことができる 

   単項式どうしの除法の計算ができる 

 一次関数の意味を理解している 

 

【課題と改善点】 

 方程式を解く場面における等式の性質の用い方について理解している 

●等式の性質を基にして、方程式を解くことに課題がある。 

≪学習指導にあたって≫ 

  方程式を解く際に用いられている等式の性質を理解できるように指導する。移項は、等式の 

性質による解き方を形式的に簡略化したものであることを理解できるようにする。 

 

 長方形やひし形が平行四辺形の特別な形であることを理解している 

●図形の合同について理解し図形についての見方を深めると共に、図形の性質を三角形の合

同条件などを基にして確かめ、論理的に考察し表現することに課題がある。 

 ≪学習指導にあたって≫ 

  正方形、ひし形、長方形、平行四辺形の定義に基づき、「平行四辺形になるための条件」な

どを手がかりにして各図形の間の関係を論理的に考察し、整理できるように指導する。 

 

 具体的な場面で関係を表す式を、等式の性質を用いて、目的に応じて変形することができ

る 

●具体的な事象の中に数量関係を見いだし、それを文字を用いて式に表現したり式の意味を

読み取ったりする能力と共に、文字を用いた式の四則計算に課題がある。 

 ≪学習指導にあたって≫ 

  ２つ以上の文字を含む等式を、ある文字について解く場面を設定し、等式の性質などを用い

て目的に応じて変形できるように指導する。 

 

 絶対値の意味を理解している 

●具体的な場面を通して正の数と負の数について理解し、その四則計算ができるようにする

と共に、正の数と負の数を用いて表現し考察することができるようにすることに課題がある。 

 ≪学習指導にあたって≫ 

数直線上における正の数と負の数の範囲で、原点からの距離が絶対値であることを理解でき

るように指導する。 
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 数量の大小関係を不等式に表すことができる 

●文字を用いて数量の関係や法則などの式に表現したり式の意味を読み取ったりする能力

を培うと共に、文字を用いた式の計算に課題がある。 

 ≪学習指導にあたって≫ 

  事象において比べようとする数量に着目し、それらを数や文字を用いた式で表し、不等号を

用いて数量の大小関係を適切に表すことができるように指導する。 

 

 ２つの三角形が合同であるために必要な辺や角の相当関係について理解している 

●図形の合同について理解し図形についての見方を深めると共に、図形の性質を三角形の合

同条件などを基にして確かめ、論理的に考察し表現することに課題がある。 

 ≪学習指導にあたって≫ 

  ２つの三角形について、どのような条件があればそれらが合同になるかを考察する場面を設 

定し、辺や角に着目して三角形の合同条件を理解できるよう指導する。 

 

 多数回の試行の結果から得られる確率の意味を理解している 

●確率の必要性と意味を理解し、簡単な場合について確率を求めることに課題がある。 

 ≪学習指導にあたって≫ 

確率の意味について、実験を通して実感を伴って理解できるようにする。 

  実験を通して、ある試行を多数回くり返したときに、ある事象が起きる回数の全体に対する 

割合が近づいていく値として、実感を伴って確率の意味を理解できるよう指導する。 

 

 四角錐の体積は、それと底面が合同で高さが等しい四角柱の体積の３分の１であることを

理解している 

●観察、操作や実験などの活動を通して、空間図形についての理解を深めると共に、図形の

計量についての能力に課題がある。 

 ≪学習指導にあたって≫ 

  柱体と錐体の体積の関係を理解できるようにするために、柱体の体積と錐体の体積の関係を 

予想し、その予想が正しいかどうかを、模型を用いた実験による測定を行って確かめる場面 

を設定する。 
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⑨ 中学校数学 B(主として活用)                             

【学習指導要領の領域別集計結果】 

区 分 
正答率（％） 

稚内市 全国 全国との比較 

数と計算 ★ 51.4 ▼▼ 

図形 ★ 46.7 ▼▼ 

関数 ★ 52.8 ▼▼ 

資料の活用 ★ 38.0 ▼▼ 

 

【設問別集計結果】 

設問 

番号 
設問の概要 出題の趣旨 

正答率（％） 

稚内市 全国 全国との比較 

１（１） 

全校生徒３００人に対する上位４

曲を回答した生徒数の割合を求め

る 

与えられた情報から必要な情報

を選択し，的確に処理すること

ができる 

★ 55.7  ▼▼ 

１（２） 
放送計画で，１日目がＡ，２日目

がＢになる確率を求める 

与えられた情報を分類整理し，

不確定な事象の起こりやすさの

傾向を捉えることができる 

★ 43.9  ▼ 

１（３） 

全校よりも１年生の回答用紙によ

るくじ引きの方が曲Ｆが選ばれや

すいことの理由を確率を用いて説

明する 

不確定な事象の起こりやすさの

傾向を捉え，判断の理由を説明

することができる 

★ 36.2  ▼▼ 

２（１） 
はじめの数が１０のときの計算結

果を求める 

問題場面における考察の対象を

明確に捉えることができる 
★★★★ 89.5  ▼ 

２（２） 

はじめの数としてどんな整数を入

れて計算しても，計算結果はいつ

でも４の倍数になる説明を完成す

る 

事柄が成り立つ理由を，構想を

立てて説明することができる 
★ 37.5  ▼▼ 

２（３） 

計算の順番を入れ替えたものを選

択し，その計算結果が何の倍数に

なるかを求める 

３つの計算の順番を入れ替えた

ときの計算結果を数学的に表現

することができる 

★★★ 68.3  ▼▼ 

３（１） 

列車の運行のようすが直線で表さ

れていることの前提となっている

事柄を選ぶ 

事象を理想化・単純化すること

で表された直線のグラフを事象

に即して解釈することができる 

★★★ 67.6  ▼ 

３（２） 

グラフから，列車のすれ違いが起

こる地点のＡ駅からの道のりを求

める 

グラフから必要な情報を読み取

り，事象を数学的に解釈するこ

とができる 

★★★ 77.7  ▼▼ 

３（３） 

Ａ駅からの道のりが６ｋｍの地点

において，列車アが通ってから列

車エが通るまでの時間をグラフか

ら求める方法を説明する 

事象を数学的に解釈し，問題解

決の方法を数学的に説明するこ

とができる 

★ 13.2  ▼ 
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設問 

番号 
設問の概要 出題の趣旨 

正答率（％） 

稚内市 全国 全国との比較 

４（１） 
証明されたことから，新たにわか

ることを選ぶ 

証明を振り返り，証明した事柄

を基にして，新たな性質を見い

だすことができる 

★ 55.4  ▼▼ 

４（２） 

平行四辺形ＡＢＣＤの外側に２つ

の点Ｅ，Ｆを取っても，四角形Ｅ

ＢＦＤは平行四辺形となることの

証明を完成する 

発展的に考え，条件を変えた場

合について，証明の一部を書き

直すことができる 

★ 42.4  ▼▼ 

４（３） 

平行四辺形ＡＢＣＤを正方形ＡＢ

ＣＤに変えたときの四角形ＥＢＦ

Ｄがどのような四角形になるかを

説明する 

付加された条件の下で，新たな

事柄を見いだし，説明すること

ができる 

★ 42.3  ▼▼ 

５（１） 

Ｓ社の団体料金が通常料金の何％

引きになっているかを求める式を

書く 

与えられた情報から必要な情報

を選択し，的確に処理すること

ができる 

★ 16.0  ▼ 

５（２） 

通常料金を a としたときの団体料

金の１０人分が通常料金の何人分

にあたるかを求める計算からわか

ることを選び，その理由を説明す

る 

里奈さんの計算を解釈し，数学

的な表現を用いて説明すること

ができる 

★ 10.4  ▼ 

 

【下位層の割合】 

区 分 
正答数 全国の下位約 25％と同じ正答数の範囲に含まれる児童の割合（％） 

稚内市 全国 全国との比較 

平成 28年度 15問中３問以下 32.2 21.3 10.9 
平成 29年度 15問中４問以下 32.9 22.5 10.4 
平成 30年度 14問中３問以下 32.3 22.8 9.5 

 

【課題と改善点】 

 事柄が成り立つ理由を、構想を立てて説明することができる 

●具体的な事象の中に数量の関係を見いだし、文字を用いて式に表現したり式の意味を読み

取ったりする能力と共に、文字を用いた式の四則計算をすることに課題がある。 

 ≪学習指導にあたって≫ 

事柄が一般的に成り立つ理由を説明するために、文字式や言葉を用いて根拠を明らかにでき 

るよう指導する。 

 

 グラフから必要な情報を読み取り、事象を数学的に解釈することができる 

●具体的な事象の中から２つの数量を取り出し、それらの変化や対応を調べることを通して、

一次関数について理解すると共に、関数関係を見いだして表現し考察する能力に課題がある。  

 ≪学習指導にあたって≫ 

問題解決において用いるグラフを、事象に即して捉え直す活動を取り入れ、グラフの交点を 

事象に即して解釈できるよう指導する。 
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 与えられた情報から必要な情報を選択し、的確に処理することができる 

●ヒストグラムや代表値を用いて、資料の傾向を捉えて説明することに課題がある。 

 ≪学習指導にあたって≫ 

  実生活の場面で、事象を目的に応じて数値化して判断する場面を設定し、与えられた情報か 

ら必要な情報を選択し、的確に処理することができるようにする。 

 

 発展的に考え、条件を変えた場合について、証明の一部を書き直すことができる 

●図形の合同について理解し、図形についての見方を深めるとともに、論理的に考察し表現

することに課題がある。 

 ≪学習指導にあたって≫ 

  証明を読み、結論を導くために欠かせない条件や性質を捉える場面を設定し、問題の条件を 

変えて、発展的に考えることができるように指導する。このような過程を経験することで、 

単に条件を変えて発展的に考えるというだけでなく、書いた証明をふり返り、ある条件に着 

目して意図的に条件を変えるなどの考え方を持つ機会にする。 

 

 証明を振り返り、証明した事柄を基にして、新たな性質を見いだすことができる 

●図形の合同について理解し図形についての見方を深めるとともに、図形の性質を合同条件

などを基にして確かめ、論理的に考察し表現することに課題がある。 

 ≪学習指導にあたって≫ 

  証明を書くとともに、証明を読む場面を設定し、証明の結果や過程を振り返り、新たな性質 

を見いだすことができるように指導する。 

 

 付加された条件の下で、新たな事柄を見いだし、証明することができる 

●図形の合同について理解し図形についての見方を深めるとともに、図形の性質を合同条件

などを基にして確かめ、論理的に考察し表現することに課題がある。 

 ≪学習指導にあたって≫ 

新たに条件を加えた際に見いだした事柄の前提にあたる条件と、それによって説明される結

論を明確にして表現する活動を取り入れ、付加した条件の下で、見いだした事柄を数学的に

表現できるように指導する。 
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⑩ 中学校理科                                     

【学習指導要領の領域別集計結果】 

区 分 
正答率（％） 

稚内市 全国 全国との比較 

数と計算 ★★★ 74.4 ▼▼ 

図形 ★★★ 65.0 ▼ 

関数 ★★★ 72.5 ▼ 

資料の活用 ★★ 57.8 ▼ 

 

【設問別集計結果】 

設問 

番号 
設問の概要 出題の趣旨 

正答率（％） 

稚内市 全国 全国との比較 

１（１） 
光の反射を利用した「テレプロン

プター」のモデルを作って科学的

に探究する場面において，光の直

進や反射の幾何光学的な規則性に

ついての知識・技能を活用するこ

とができるかどうかをみる 

光の反射の幾何光学的な規則性

についての知識・技能を活用で

きる 

★★ 61.7  ▼▼ 

１（２） 

テレプロンプターのモデルの光

の道筋を検討して改善し，適切

な光の道筋を説明することがで

きる 

★★★ 73.7  ▼▼ 

２（１） 

理科通信のアサリに興味をもち，

アサリが出す砂の質量は何に関係

しているのかを科学的に探究する

学習場面において，水溶液の濃さ

や無脊椎動物に関する知識，問題

解決の技能を活用できるかどうか

をみる 

無脊椎動物と軟体動物の体のつ

くりの特徴に関する知識を活用

できる 

★★★★ 86.2  △△ 

２（２） 

低い濃

度 

濃度が異なる食塩水のうち，濃

度の低いものを指摘できる 
★★★ 76.5  ▼ 

２（２） 

3.0％の 

濃度 

濃度が異なる食塩水のうち，特

定の質量パーセント濃度のもの

を指摘できる 

★★ 46.9  △ 

２（３） 

「アサリが出した砂の質量は明

るさに関係しているとはいえな

い」と考察した理由を指摘でき

る 

★★★ 79.7  ▼ 

２（４） 

１つの要因を変えるとその他に

も変わる可能性のある要因を指

摘できる 

★★ 61.3  ▼ 

 



 - 31 - 

 

設問 

番号 
設問の概要 出題の趣旨 

正答率（％） 

稚内市 全国 全国との比較 

３（１） 

コンピュータを使ったシミュレー

ションで台風の進路や風向を科学

的に探究する場面において，日本

の天気の特徴に関する知識と観測

方法や記録の仕方に関する知識・

技能，条件制御の知識・技能を活

用することができるかどうかをみ

る 

風向の観測方法や記録の仕方に

関する知識・技能を活用できる 
★ 37.5  ▼▼ 

３（２） 

太平洋高気圧（小笠原気団）の

特徴についての知識を身に付け

ている 

★★★ 67.3  ▼ 

３（３） 

シミュレーションの結果につい

て考察した内容を検討して改善

し，台風の進路を決める条件を

指摘できる 

★ 52.3  ▼▼ 

４（１） 

図書便りに紹介されていたファラ

デーの「ロウソクの科学」を読ん

で，ガスバーナーを使った燃焼を

科学的に探究する場面において，

実験器具の操作や化学変化と原

子・分子，条件制御の知識・技能

を活用することができるかどうか

をみる 

ガスバーナーの空気の量を調節

する場所を指摘できる 
★★★ 73.4  ▼▼ 

４（２） 

炎の色と金網に付くススの量を

調べる実験を計画する際に，「変

えない条件」を指摘できる 

★ 44.1  △ 

４（３） 

化学変化を表したモデルを検討

して改善し，原子や分子のモデ

ルで説明できる 

★ 49.4  ▼▼ 

５（１） 
「運転中に運転士に話しかけると

ブレーキを踏むのが遅れるのでは

ないか」という予想を科学的に探

究する場面において，刺激と反応

についての知識と自然の事物・現

象を実験の装置や操作に対応させ

たモデル実験の知識・技能を活用

することができるかどうかをみる 

神経系の働きについての知識を

身に付けている 
★ 57.2  ▼▼ 

５（２） 

反応の時間を測定する装置や操

作を刺激と反応に対応させた実

験を計画できる 

★★★ 62.8  ▼ 

６（１） 

自転車のライトの豆電球型のＬＥ

Ｄが豆電球に比べて明るく点灯し

たことに疑問をもって科学的に探

究する場面において，電流・電圧

と抵抗及び電力と発生する光の明

るさとの関係に関する知識・技能

を活用することができるかどうか

をみる 

電流計は回路に直列に接続する

という技能及び電流計の電気用

図記号の知識を身に付けている 

★★★ 70.5  ▼▼ 

６（２） 

電流 

実験の結果を示した表から電流

の値を読み取ることができる 
★★★ 77.2  ▼ 

６（２） 

抵抗 

オームの法則を使って，抵抗の

値を求めることができる 
★ 51.9  ▼ 

６（３） 

豆電球と豆電球型のＬＥＤの点

灯の様子と電力との関係を指摘

できる 

★★★★ 91.4  ▼ 
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設問 

番号 
設問の概要 出題の趣旨 

正答率（％） 

稚内市 全国 全国との比較 

７（１） 

緊急地震速報による避難訓練の

後，地震を科学的に探究する場面

において，地震の揺れの伝わり方

や光と音の伝わり方に関する知

識・技能を活用することができる

かどうかをみる 

地震の揺れの強さが震度である

こと，Ｓ波による揺れが主要動

であることの知識を身に付けて

いる 

★ 55.1  ▼▼ 

７（２） 

緊急地震速報を受け取ってから

Ｓ波による揺れが始まるまでの

時間が最も長い観測地点を指摘

できる 

★★★ 78.5  ▼▼ 

７（３） 

初期微動継続時間の長さと震源

からの距離の関係の知識と音の

速さに関する知識を活用できる 

★★★★ 94.4  ▼ 

８（１） 

火を使わないで発熱する商品の仕

組みを科学的に探究して実験ノー

トにまとめる場面において，化学

変化と熱についての知識と問題解

決の知識・技能を活用することが

できるかどうかをみる 

また，探究の過程を振り返り，新

たな疑問をもち問題を見いだし探

究を深めようとしているかどうか

をみる 

アルミニウムの原子の記号の表

し方についての知識を身に付け

ている 

★★★★ 83.5  △ 

８（２） 

発熱パックに入っているアルミ

ニウムが水の温度変化に関係し

ていることを指摘できる 

★★★ 72.0  ▼ 

８（３） 

探究の過程を振り返り，新たな

疑問をもち問題を見いだし探究

を深めようとしている 

アルミニウムは水の温度変化に

関係していることについての新

たな問題を見いだすことができ

る 

★★★ 74.0  ▼ 

９（１） 部屋に見立てた容器に植物を入れ

て湿度の変化を科学的に探究する

場面において，蒸散と湿度に関す

る知識，問題解決の知識・技能を

活用することができるかどうかを

みる 

植物の葉などから水蒸気が出る

働きが蒸散であるという知識を

身に付けている 

★★★★ 88.0  △ 

９（２） 

植物を入れた容器の中の湿度が

高くなる蒸散以外の原因を指摘

できる 

★ 19.4  ▼ 

 

【下位層の割合】 

区 分 
正答数 全国の下位約 25％と同じ正答数の範囲に含まれる児童の割合（％） 

稚内市 全国 全国との比較 

平成 24年度 26問中９問以下 36.9 26.6 10.3 
平成 27年度 25問中８問以下 34.7 23.9 10.8 
平成 30年度 27問中 13問以下 27.9 20.9 7.0 
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【全国平均を超えた設問】 

 無脊椎動物と軟体動物の体のつくりの特徴に関する知識を活用できる 

 濃度が異なる食塩水のうち、特定の質量パーセント濃度のものを指摘できる 

 炎の色と金網に付くススの量を調べる実験を計画する際に、｢変えない条件｣を指摘できる 

 アルミニウムの原子の記号の表し方についての知識を身に付けている 

 植物の葉などから水蒸気が出る働きが蒸散であるという知識を身に付けている 

 

【課題と改善点】 

 化学変化を表したモデルを検討して改善し、原子や分子のモデルで説明できる 

●２種類の物質を化合させる実験を行い、反応前とは異なる物質が生成することを見いだす

とともに、化学変化は原子や分子のモデルで説明できること、化合物の組成は化学式で表さ

れること及び化学変化は化学反応式で表されることへの理解に課題がある。 

 ≪学習指導にあたって≫ 

  自然の事物・現象を科学的に探求する上で、物質や化学変化を原子や分子のモデルで表し、 

化学変化に関する知識・技能を活用して、検討して改善することは大切である。 

  自然の物質・現象や日常生活で見られる化学変化を原子や分子のモデルで提示し、化学変化 

の前後で原子の数や種類は変化しないという知識を活用して、そのモデルを検討して改善す 

る学習場面を設定する。 

 

  神経系の働きについての知識を身に付けている 

  ●動物が外界の刺激に適切に反応している様子の観察を行い、その仕組みを感覚器官、神経 

系及び運動器官のつくりと関連付けて捉えることに課題がある。 

 ≪学習指導にあたって≫ 

  動物が外界の刺激に適切に反応する仕組みを感覚器官、神経系及び運動器官のつくりと働き 

とを関連付けて捉える上で、感覚器官や神経系の基礎的・基本的な知識を習得することが大 

切である。 

  外界からの刺激が受け入れられ、感覚神経、中枢神経、運動神経を介して反応が起こること 

を、観察・実験や日常の経験などを通して理解する学習場面を設定する。 

 

  光の反射の幾何光学的な規則性についての知識・技能を活用できる 

  ●光の反射や屈折の実験を行い、光が水やガラスなどの物質の境界面で反射、屈折するとき 

の規則性を見いだすことに課題がある。 

 ≪学習指導にあたって≫ 

  光の反射の幾何光学的な規則性について、習得した知識・技能を活用できるようにすること 

は大切である。活用できる知識・技能を身につけるために、科学的に探求する学習活動を 

通して知識・技能を習得する学習場面を設定する。 
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  テレプロンプターのモデルの光の道筋を検討して改善し、適切な光の道筋を説明すること 

ができる 

●光の反射や屈折の実験を行い、光が水やガラスなどの物質の境界面で反射、屈折すると

きの規則性を見いだすことに課題がある。 

 ≪学習指導にあたって≫ 

身近な事物・現象を科学的に探求する上で、観察・実験から得られた情報と習得した知識・

技能とを活用して、考察を検討して改善できるようにすることが大切である。個人の考察

をグループで検討して改善し、考察をより妥当なものにすることが大切である。 

 

 緊急地震速報を受け取ってから、Ｓ波による揺れが始まるまでの時間が最も長い観測地点

を指摘できる 

●地震の体験や記録を基に、その揺れの大きさや伝わり方の規則性に気付くとともに、地

震の原因を地球内部の働きと関連づけて捉え、地震に伴う土地の変化の様子を理解するこ

とに課題がある。 

 ≪学習指導にあたって≫ 

地震に関する知識を活用し、緊急地震速報の情報を分析して解釈できるようにする。 

緊急地震速報を受けた際、状況に応じて行動できることは、自他の安全や生命を守る上で大

切である。そのためには、地震に関する知識を活用して、緊急地震速報の情報を分析して解

釈できるようにすることが大切である。過去に起きた各地の地震の記録と、その際の緊急地

震速報との関係を見いだす学習場面を設定することが考えられる。 
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 (２) 学習状況調査(質問紙調査) 

 

① 小学校児童質問紙調査 

○「高い傾向」を示した質問項目 

設問 

番号 
質問事項 稚内市 全国 差 

（11） 家で，学校の宿題をしていますか 98.2 97.1 1.1 

（５） いじめは，どんな理由があってもいけないことだと思いますか 93.6 96.8 ▲ 3.2 

（６） 人の役に立つ人間になりたいと思いますか 90.3 95.2 ▲ 4.9 

（52） ５年生のとき，理科の授業がおもしろいと思いましたか 89.9 87.5 2.4 

（７） 朝食を毎日食べていますか 89.8 94.5 ▲ 4.7 

（46） 理科の授業では，理科室で観察や実験をどのくらい行いましたか 89.8 89.1 0.7 

（47） 観察や実験を行うことは好きですか 88.7 89.8 ▲ 1.1 

（28） 算数の勉強は大切だと思いますか 88.7 92.1 ▲ 3.4 

（40） 理科の授業の内容はよく分かりますか 88.3 89.4 ▲ 1.1 

（33） 
算数の授業で学習したことは，将来，社会に出たときに役に立つと

思いますか 
87.6 90.3 ▲ 2.7 

（９） 毎日，同じくらいの時刻に起きていますか 86.0 88.8 ▲ 2.8 

（62） 調査問題の解答時間は十分でしたか（理科） 85.7 90.1 ▲ 4.4 

（26） 

テレビのニュース番組やインターネットのニュースを見ますか（携

帯電話やスマートフォンを使ってインターネットのニュースを見

る場合も含む） 

85.4 86.2 ▲ 0.8 

（38） 理科の勉強は好きですか 84.2 83.5 0.7 

（36） 
算数の授業で問題の解き方や考え方が分かるようにノートに書い

ていますか 
82.0 85.8 ▲ 3.8 

（４） 学校のきまりを守っていますか 81.6 89.5 ▲ 7.9 

（39） 理科の勉強は大切だと思いますか 81.6 85.4 ▲ 3.8 
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●「低い傾向」を示した質問項目  

設問 

番号 
質問事項 稚内市 全国 差 

（44） 将来，理科や科学技術に関係する職業に就きたいと思いますか 23.7 26.1 ▲ 2.4 

（25） 新聞を読んでいますか 24.1 19.9 4.2 

（24） 
地域の大人（学校や塾・習い事の先生を除く）に勉強やスポーツを

教えてもらったり，一緒に遊んだりすることがありますか 
30.4 41.6 ▲ 11.2 

（22） 
地域や社会をよくするために何をすべきかを考えることがありま

すか 
42.9 49.9 ▲ 7.0 

（32） 
算数の授業で学習したことを普段の生活の中で活用できないか考

えますか 
50.0 64.4 ▲ 14.4 

（10） 家で，自分で計画を立てて勉強をしていますか 54.1 67.6 ▲ 13.5 

（27） 算数の勉強は好きですか 54.6 64.0 ▲ 9.4 

（21） 地域や社会で起こっている問題や出来事に関心がありますか 54.9 63.8 ▲ 8.9 

（42） 
理科の授業で学習したことを普段の生活の中で活用できないか考

えますか 
56.7 64.7 ▲ 8.0 

（56） 

５年生までに受けた授業で，自分の考えを発表する機会では，自分

の考えがうまく伝わるよう，資料や文章，話の組立てなどを工夫し

て発表していたと思いますか 

57.1 61.0 ▲ 3.9 

（13） 
家で予習・復習やテスト勉強などの自学自習において，教科書を使

いながら学習していますか 
58.3 69.9 ▲ 11.6 

（12） 家で，学校の授業の予習・復習をしていますか 58.3 62.6 ▲ 4.3 

（45） 
理科の授業で，自分の考えをまわりの人に説明したり発表したりし

ていますか 
58.7 54.5 4.2 

（19） 
５年生までに受けた授業や課外活動で地域のことを調べたり，地域

の人と関わったりする機会があったと思いますか 
59.7 74.4 ▲ 14.7 

 

□その他 

質問(１):自分には，よいところがあると思いますか 

区分 当てはまる 
どちらかといえば，当て

はまる 
どちらかといえば，当て

はまらない 
当てはまらない 

稚内市 28.2 47.4 13.2 10.9 
全 国 41.2 42.8 11.6 4.3 

 

質問(14): 学校の授業時間以外に，普段（月～金曜日）,１日当たりどれくらいの時間，勉強をしますか

（学習塾で勉強している時間や家庭教師に教わっている時間も含む） 

区分 3時間以上 
2時間以上,3時
間より少ない 

1時間以上,2時
間より少ない 

30分以上,1時
間より少ない 

30分より少な
い 

全くしない 

稚内市 4.5 6.0 34.6 36.1 15.4 3.4 
全 国 12.5 16.8 36.9 23.8 7.4 2.5 
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質問(15): 学校の授業時間以外に，普段（月～金曜日），１日当たりどれくらいの時間，読書をしますか

（教科書や参考書，漫画や雑誌は除く） 

区分 2時間以上 
1時間以上,2時
間より少ない 

30分以上,1時
間より少ない 

10分以上,30分
より少ない 

10分より少な
い 

全くしない 

稚内市 8.3 10.9 15.0 23.3 11.7 30.5 
全 国 7.8 11.5 21.8 25.1 14.9 18.7 

 

質問(23): 地域社会などでボランティア活動に参加したことがありますか 

区分 参加したことがある 参加したことがない 分からない 

稚内市 30.8 31.2 36.5 
全 国 36.1 26.5 36.2 

 

質問(25):新聞を読んでいますか 

区分 ほぼ毎日読んでいる 
週に 1～3回程度読んで

いる 
月に 1～3回程度読んで

いる 
ほとんど,または,全く

読まない 

稚内市 11.3 12.8 20.7 55.3 
全 国 7.4 12.5 19.0 60.9 

 

質問(26):テレビのニュース番組やインターネットのニュースを見ますか（携帯電話やスマートフォンを

使ってインターネットのニュースを見る場合も含む） 

区分 よく見る 時々見る あまり見ない 
ほとんど,または，全く

見ない 

稚内市 52.3 33.1 9.0 5.3 
全 国 57.3 28.9 8.4 5.1 

 

質問(37): 今回の算数の問題について，言葉や数，式を使って，わけや求め方などを書く問題がありまし

たが，どのように解答しましたか  

区分 
全ての書く問題で最後まで解答

を書こうと努力した 

書く問題で解答しなかったり、解
答を書くことを途中で諦めたり

したものがあった 
書く問題は全く解答しなかった 

稚内市 62.4 35.0 2.3 
全 国 70.6 26.9 1.8 

 

質問(51): 今回の理科の問題について、解答を文章などで書く問題がありました。それらの問題について、

どのように解答しましたか 

区分 
全ての書く問題で最後まで解答

を書こうと努力した 

書く問題で解答しなかったり、解
答を書くことを途中で諦めたり

したものがあった 
書く問題は全く解答しなかった 

稚内市 72.9 25.2 1.1 
全 国 77.3 20.3 1.8 

 

※「□その他」の質問は、回答に「その他」、「無回答」がある場合、割合の合計が 100%とならないことが
あります。 
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② 中学校生徒質問紙調査 

 

○「高い傾向」を示した質問項目  

設問 

番号 
質問事項 稚内市 全国 差 

（59） 調査問題の解答時間は十分でしたか（理科） 96.8 92.3 4.5 

（６） 人の役に立つ人間になりたいと思いますか 96.7 94.9 1.8 

（55） 調査問題の解答時間は十分でしたか（国語Ａ） 96.0 92.1 3.9 

（46） 理科の授業では，理科室で観察や実験をどのくらい行いましたか 95.2 87.1 8.1 

（５） いじめは，どんな理由があってもいけないことだと思いますか 94.8 95.5 ▲ 0.7 

（４） 学校の規則を守っていますか 94.3 95.1 ▲ 0.8 

（７） 朝食を毎日食べていますか 94.0 91.9 2.1 

（57） 調査問題の解答時間は十分でしたか（数学Ａ） 92.7 91.5 1.2 

（９） 毎日，同じくらいの時刻に起きていますか 91.5 90.3 1.2 

（30） 数学ができるようになりたいと思いますか 91.1 92.5 ▲ 1.4 

（２） 先生は，あなたのよいところを認めてくれていると思いますか 90.7 82.2 8.5 

（56） 調査問題の解答時間は十分でしたか（国語Ｂ） 87.4 82.2 5.2 

（26） 

テレビのニュース番組やインターネットのニュースを見ますか（携

帯電話やスマートフォンを使ってインターネットのニュースを見

る場合も含む） 

86.7 86.6 0.1 

（36） 
数学の授業で問題の解き方や考え方が分かるようにノートに書い

ていますか 
83.0 80.6 2.4 

（28） 数学の勉強は大切だと思いますか 82.6 83.6 ▲ 1.0 

（54） 
生徒の間で話し合う活動を通じて，自分の考えを深めたり，広げた

りすることができていると思いますか 
82.6 76.3 6.3 

（11） 家で，学校の宿題をしていますか 81.8 91.6 ▲ 9.8 
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●「低い傾向」を示した質問項目  

設問 

番号 
質問事項 稚内市 全国 差 

（25） 新聞を読んでいますか 11.7 13.9 ▲ 2.2 

（44） 将来，理科や科学技術に関係する職業に就きたいと思いますか 16.2 22.2 ▲ 6.0 

（32） 
数学の授業で学習したことを普段の生活の中で活用できないか考

えますか 
26.3 38.7 ▲ 12.4 

（24） 
地域の大人（学校や塾・習い事の先生を除く）に勉強やスポーツを

教えてもらったり，一緒に遊んだりすることがありますか 
29.9 25.5 4.4 

（22） 
地域や社会をよくするために何をすべきかを考えることがありま

すか 
31.6 38.7 ▲ 7.1 

（42） 
理科の授業で学習したことを普段の生活の中で活用できないか考

えますか 
34.1 45.4 ▲ 11.3 

（27） 数学の勉強は好きですか 43.3 53.9 ▲ 10.6 

（45） 
理科の授業で，自分の考えや考察をまわりの人に説明したり発表し

たりしていますか 
50.6 41.4 9.2 

（43） 
理科の授業で学習したことは，将来，社会に出たときに役に立つと

思いますか 
51.9 55.7 ▲ 3.8 

（53） 

１，２年生のときに受けた授業で，自分の考えを発表する機会では，

自分の考えがうまく伝わるよう，資料や文章，話の組立てなどを工

夫して発表していたと思いますか 

53.8 53.8 0.0 

（21） 地域や社会で起こっている問題や出来事に関心がありますか 55.5 59.3 ▲ 3.8 

（10） 家で，自分で計画を立てて勉強をしていますか 56.7 52.1 4.6 

（50） 
理科の授業で，観察や実験の進め方や考え方が間違っていないかを

振り返って考えていますか 
59.1 59.0 0.1 

 

□その他 

質問(11)：家で，学校の宿題をしていますか 

区分 している 
どちらかといえば，して

いる 
あまりしていない 全くしていない 

稚内市 58.3 23.5 11.7 6.5 
全 国 68.5 23.1 6.4 1.9 
 

質問(14): 学校の授業時間以外に，普段（月～金曜日），１日当たりどれくらいの時間，勉強をしますか

（学習塾で勉強している時間や家庭教師に教わっている時間も含む） 

区分 3時間以上 
2時間以上,3時
間より少ない 

1時間以上,2時
間より少ない 

30分以上,1時
間より少ない 

30分より少な
い 

全くしない 

稚内市 2.0 10.9 38.1 27.9 11.3 9.7 
全 国 10.5 25.9 34.2 16.6 7.9 4.9 

 

質問(15)：学校の授業時間以外に，普段（月～金曜日），１日当たりどれくらいの時間，読書をしますか 

（教科書や参考書，漫画や雑誌は除く） 

区分 2時間以上 
1時間以上,2時
間より少ない 

30分以上,1時
間より少ない 

10分以上,30分
より少ない 

10分より少な
い 

全くしない 

稚内市 2.8 7.7 16.6 22.3 13.4 36.8 
全 国 6.1 8.7 16.1 22.6 13.5 32.9 
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質問(23)：地域社会などでボランティア活動に参加したことがありますか 

区分 参加したことがある 参加したことがない 分からない 

稚内市 32.8 24.3 42.5 
全 国 51.8 21.8 26.2 
 

質問(25):新聞を読んでいますか 

区分 ほぼ毎日読んでいる 
週に 1～3回程度読んで

いる 
月に 1～3回程度読んで

いる 
ほとんど,または,全く

読まない 

稚内市 3.2 8.5 17.0 70.9 
全 国 4.9 9.0 15.3 70.4 
 

質問(26): テレビのニュース番組やインターネットのニュースを見ますか（携帯電話やスマートフォンを

使ってインターネットのニュースを見る場合も含む） 

区分 よく見る 時々見る あまり見ない 
ほとんど、または、全く

見ない 

稚内市 57.1 29.6 8.1 4.5 
全 国 52.4 34.2 8.6 4.1 
 

質問(37): 今回の数学の問題について，解答を言葉や数，式を使って説明する問題がありましたが，最後

まで解答を書こうと努力しましたか 

区分 
全ての書く問題で最後まで解答

を書こうと努力した 

書く問題で解答しなかったり,解
答を書くことを途中で諦めたり

したものがあった 
書く問題は全く解答しなかった 

稚内市 48.2 44.9 6.5 
全 国 55.5 39.6 4.7 
 

質問(51): 今回の理科の問題について，解答を文章などで書く問題がありましたが、最後まで解答を書こ

うとどりょくしましたか。 

区分 
全ての書く問題で最後まで解答

を書こうと努力した 

書く問題で解答しなかったり,解
答を書くことを途中で諦めたり

したものがあった 
書く問題は全く解答しなかった 

稚内市 55.9 42.1 1.2 
全 国 62.8 32.9 3.8 
 
※「□その他」の質問は、回答に「その他」、「無回答」がある場合、割合の合計が 100%とならないことが
あります。 
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(３) 質問紙調査票の項目と正答率との関係 

① 小学校調査(抜粋)  

質問 

番号 
質問事項 

平均正答率 

肯定 否定 

（４） 学校のきまりを守っていますか 55.8  53.9  

（７） 朝食を毎日食べていますか 55.1  31.4  

（８） 毎日，同じくらいの時刻に寝ていますか 57.8  41.2  

（９） 毎日，同じくらいの時刻に起きていますか 56.2  33.8  

（10） 家で，自分で計画を立てて勉強をしていますか 59.1  45.2  

（12） 家で，学校の授業の予習・復習をしていますか 60.7  40.1  

（15） 
学校の授業時間以外に，普段（月曜日から金曜日），１日当たりどれくらいの時間，

読書をしますか（教科書や参考書，漫画や雑誌は除く） 
60.0  47.9  

 

② 中学校調査(抜粋)  

質問 
番号 

質問事項 
平均正答率 

肯定 否定 

（４） 学校の規則を守っていますか 59.5  31.3  

（７） 朝食を毎日食べていますか 59.2  55.9  

（８） 毎日，同じくらいの時刻に寝ていますか 58.7  51.8  

（９） 毎日，同じくらいの時刻に起きていますか 58.6  53.4  

（10） 家で，自分で計画を立てて勉強をしていますか 58.7  58.7  

（11） 家で，学校の宿題をしていますか 60.0  51.8  

（12） 家で，学校の授業の予習・復習をしていますか 63.1  57.0  

（15） 
学校の授業時間以外に，普段（月曜日から金曜日），１日当たりどれくらいの時間，

読書をしますか（教科書や参考書，漫画や雑誌は除く） 
62.4  56.1  

 

 

 

 

 

 

 

 

☞ 規則正しい生活習慣は学力にも良い影響を与えています。 

☞ 家庭での学習習慣づけが重要です。 

☞ スマートフォンや携帯電話の使用ルールや約束ごとを守ることが大切です。 

 

 

 

「規則正しい生活習慣の育成」、「家庭学習の習慣化」は、学校での指導に加え、各家庭と

の一層の連携・協力が必要です。 
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 (４) 学校調査（質問紙調査） 

① 小学校調査(抜粋)  

質問 
番号 

質問事項 
肯定 

稚内市 全国 

（12） 
調査対象学年の児童は，授業中の私語が少なく，落ち着いていると思い

ますか 
81.9  89.4  

（21） 
前年度までに，近隣等の中学校と，教科の教育課程の接続や，教科に関

する共通の目標設定など，教育課程に関する共通の取組を行いましたか 
54.6  63.1  

（25） 

調査対象学年の児童に対して，前年度までに，学習規律（私語をしない，

話をしている人の方を向いて聞く，聞き手に向かって話をする，授業開

始のチャイムを守るなど）の維持を徹底しましたか 

90.9  97.7  

（60） 
保護者や地域の人が学校の美化，登下校の見守り，学習・部活動支援，

放課後支援，学校行事の運営などの活動に参加していますか 
100.0  97.7  

（63） 
調査対象学年の児童に対して，前年度までに，保護者に対して児童の家

庭学習を促すような働きかけを行いましたか（国語／算数共通） 
100.0  97.2  

（64） 
調査対象学年の児童に対して，前年度までに，家庭学習の課題の与え方

について，校内の教職員で共通理解を図りましたか（国語／算数共通） 
90.9  91.6  

（69） 
調査対象学年の児童に対して，前年度までに，理科の指導として，家庭

学習の課題（宿題）を与えましたか 
9.1  45.7  

（77） 
前年度までに，近隣等の中学校と，授業研究を行うなど，合同して研修

を行いましたか 
90.9  69.5  

（80） 
学校全体の言語活動の実施状況や課題について，全教職員の間で話し合

ったり，検討したりしていますか 
90.9  93.1  

（82） 
学級運営の状況や課題を全教職員の間で共有し，学校として組織的に取

り組んでいますか 
100.0  98.5  
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② 中学校調査(抜粋)   

質問 
番号 

質問事項 
肯定 

稚内市 全国 

（12） 
調査対象学年の生徒は，授業中の私語が少なく，落ち着いていると思い

ますか 
100.0  94.6  

（20） 
前年度までに，近隣等の小学校と，教科の教育課程の接続や，教科に関

する共通の目標設定など，教育課程に関する共通の取組を行いましたか 
85.7  69.2  

（24） 

調査対象学年の生徒に対して，前年度までに，学習規律（私語をしない，

話をしている人の方を向いて聞く，聞き手に向かって話をする，授業開

始のチャイムを守るなど）の維持を徹底しましたか 

85.8  98.3  

（57） 
保護者や地域の人が学校の美化，登下校の見守り，学習・部活動支援，

放課後支援，学校行事の運営などの活動に参加していますか 
100.0  90.4  

（60） 
調査対象学年の生徒に対して，前年度までに，保護者に対して生徒の家

庭学習を促すような働きかけを行いましたか（国語／数学共通） 
85.7  91.9  

（61） 
調査対象学年の生徒に対して，前年度までに，家庭学習の課題の与え方

について，校内の教職員で共通理解を図りましたか（国語／数学共通） 
85.7  87.1  

（66） 
調査対象学年の生徒に対する理科の指導として，前年度までに，家庭学

習の課題（宿題）を与えましたか 
57.2  76.6  

（74） 
前年度までに，近隣等の小学校と，授業研究を行うなど，合同して研修

を行いましたか 
100.0  76.5  

（77） 
学校全体の言語活動の実施状況や課題について，全教職員の間で話し合

ったり，検討したりしていますか 
100.0  86.0  

（79） 
学級運営の状況や課題を全教職員の間で共有し，学校として組織的に取

り組んでいますか 
100.0  96.9  
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３ 小中学校の状況及び学力向上策 

 【小学校】 
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【中学校】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※北海道教育委員会作成の「北海道版結果報告書」にも掲載されています。 
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